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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。 家庭教育応援通信

令和６年度バックナンバー

大野町家庭教育学級合同講演会 7/11（金）

大野町では、毎年、家庭教育学級に関わる保護者や教員対象に、講話による学びの場を作っています。校長
会・教頭会から、家庭教育学級担当の校長先生、教頭先生も参加され、講話の内容とつながるお話をされまし
た。
校長先生は、子どもたちがSOSを出せるようにすること、また、SOSを受け止めること（傾聴）が大事だと

お話されました。
教頭先生は、わが子とともに取り組んだ夏休みの作品作りについて、わが子が父親との一番の思い出に挙げ

たことをお話されました。大変だったけれど、後から考えるとやってよかったという体験でした。

講演会型
＋子育てサロン型

「みんなで家庭教育」
環境エネルギー生活部 県民生活課
生涯学習係 塚本 陽治 課長補佐

〈岐阜県の現状〉
• 小中学生ともに、90％以上が「自分は家族に大事にされている」と回答。約70％が「自分が価値ある人間
だと思う」と回答。

• 小中学生ともに、「不安に感じることはない」の回答は低くなる。
• SNSなどのトラブルで「何もしない方がいいと思ってそのまま」「どうしたらいいかわからなかったので
そのまま」の割合が40％を超える。

• 保護者も子育ての悩みや不安を感じている。

今年は、講話のあとに交流会がありました。
講話を聞くだけでなく、こうした場を設定して
いただけるだけで、保護者にとって気になって
いることを話せるよい機会となります。夏休み
は子どもが家にいる
ため、食事や学習な
どに関わる時間が増
えるので、保護者に
とって大変だという
話で盛り上がってい
ました。

〈家庭教育はこんなことが
大切〉

• 学んだことを少しずつ
• コミュニケーションが大切
• まずはふれあい、

スキンシップ

〈何を学ぶとよいのか〉
• 好奇心や興味重視
• 自発的に知識・経験を深める
• 目標達成が目的ではない
• 自己成長や自己理解に向かう
※学びの「結果」を求めることも大事だが、学びの
「プロセス・経験」に目を向けることを重視する。

【困った時には】
誰かに相談する、
話を聞いてもらう

↓
分かってもらえる
安心できる

家庭教育学級運営マニュアル「みんなで子育て」扉の言葉より
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https://www.pref.gifu.lg.jp/page/361451.html
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開講式は、校長先生の
講話

各学年の外部講師の授
業をフリー参観として
保護者に公開していま
す。

全保護者に配信した
家庭教育学級実施計画

希望参加者親子の料理
教室を夏休みに行いま
す。

全学年対象に「話そ
う！語ろう！わが家の
約束」運動を行います。
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